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気
象
情
報

天
候   

晴 

風
向
風
速
　 

南
南
西
０
・
９
ｍ 

　
　
　
　
　
気
温   

19
・
７
℃

救
助
活
動   

誘
導
１
名 

 

　
　
　
　
　
　 （
50
代
女
性 

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
号
室
住
人
）

覚
知
時
間   

０
時
52 
分

鎮
圧
時
間   

１
時
04 
分

鎮
火
時
間   

２
時
10 
分

出
場
隊      

車
両 

18
台 

                  （
緊
配
３
隊
含
む
）

               
　
人
員 

63
名

                  （
緊
配
12
名
含
む
）

■
活
動
内
容

・
現
場
到
着
ま
で

Ｈ
管
内
火
災
指
令
に
よ
り
、
第
１

出
場
隊（
直
近
隊
）と
し
て
出
場
。
走

行
中
、「
通
報
内
容
は
独
居
の
車
い
す

使
用
者
で
あ
り
眼
前
火
災
で
あ
る
。

現
在
も
通
話
中
、
玄
関
付
近
ま
で
誘

導
、
玄
関
は
無
施
錠
で
あ
る
。
救
出

活
動
に
あ
た
れ
」と
い
う
警
防
本
部
か

ら
の
無
線
情
報
が
あ
り
、
車
内
で
要

救
助
者
の
確
保
を
優
先
し
て
活
動
す

る
旨
を
小
隊
内
で
共
有
す
る
。

・
車
両
部
署
ま
で

災
害
点
建
物
西
側
に
到
着
す
る
と

出
火
室
Ａ
号
室
ベ
ラ
ン
ダ
掃
き
出
し

窓
か
ら
煙
気
を
確
認
し
、「
西
側
直
近

部
署
、
煙
気
あ
り
」の
無
線
即
報
を
実

施
。小

隊
長
が
下
車
し
、
先
行
す
る
と

建
物
南
側
の
敷
地
内
通
路
上
に
車
両

部
署
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
効
な

ホ
ー
ス
延
長
が
で
き
る
と
判
断
し
、

車
両
部
署
位
置
を
南
側
に
変
更
を
指

示
。東

側
の
玄
関
が
見
渡
せ
る
位
置
に

部
署
す
る
。

・
初
期
活
動

出
火
場
所
の
Ａ
号
室
の
東
側
玄
関

に
至
る
と
、
開
放
さ
れ
て
い
た
扉
か

ら
激
し
く
火
炎
が
噴
出
し
て
お
り
、

そ
の
玄
関
扉
の
横
に
は
出
火
室
住
人

が
車
い
す
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
。
小
隊
長
は
直
ち
に
車

い
す
の
住
人
を
車
両
付
近
の
安
全
な

位
置
ま
で
誘
導
し
、
併
せ
て
、
出
火

時
は
１
名
の
み
で
あ
り
他
に
逃
げ
遅

れ
が
い
な
い
こ
と
、
並
び
に
負
傷
の

有
無
を
聴
取
し
た
う
え
、
機
関
員
に

警
防
本
部
へ
即
報
す
る
よ
う
指
示
し

要
救
助
者
を
救
急
隊
に
引
き
継
い
だ
。

機
関
員
は
放
水
準
備
を
整
え
な
が

ら
、「
１
階
１
室
10
㎡
燃
焼
中
、
要
救

助
者
確
保
済
み
、
補
完
救
急
隊
要
請
」

を
警
防
本
部
に
即
報
。
上
記
活
動
と

並
行
し
て
、
隊
員
２
名
は
お
互
い
に

連
携
し
、
２
線
延
長
に
て
一
方
攻
撃

他
方
警
戒
態
勢
を
と
る
こ
と
を
判
断
。

1
線
は
東
側
玄
関
、
も
う
１
線
は
背

面
の
西
側
ベ
ラ
ン
ダ
側
に
分
か
れ
て

ホ
ー
ス
延
長
を
実
施
し
２
線
２
口
の

放
水
態
勢
を
確
立
す
る
。

一
方
攻
撃

他
方
警
戒
と
は
？

① 

ま
ず
、
開
口
部

を
２
箇
所
以
上

設
定
す
る
。

② 

そ
の
開
口
部
を

給
気
側
と
排
気

側
に
分
け
る
。

③ 

給
気
側
、
排
気

側
共
に
筒
先
を

配
置
す
る
。

④ 

準
備
が
整
え

ば
、
給
気
側
か

ら
放
水
を
開
始

し
、
排
気
側
は

警
戒
筒
先
と
し

延
焼
す
る
火
災

を
警
戒

■
筒
先
部
署
及
び
活
動
状
況

・
消
火
活
動

２
線
２
口
放
水
の
態
勢
を
整
え
、

玄
関
側
の
放
水
は
噴
き
出
し
て
い
る

火
炎
を
ス
ト
レ
ー
ト
放
水
で
抑
え
、

背
面
の
西
側
ベ
ラ
ン
ダ
の
放
水
は
上

階
の
壁
に
放
水
し
、
上
階
へ
の
延
焼

阻
止
を
実
施
。
中
継
受
水
完
了
ま
で

の
間
に
玄
関
側
を
攻
撃
側(

給
気
）、

■
お
わ
り
に

紹
介
し
た
活
動
が
奏
功
事
例
と
な
っ

た
要
因
は
、
直
近
隊
の
４
人
全
員
が
基

本
戦
術
で
あ
る「
一
方
攻
撃
他
方
警
戒
」

を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
一
定

の
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
備
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で

あ
る
。

中
継
受
水
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

自
小
隊
の
み
で
２
線
２
口
放
水
に
て「
一

方
攻
撃
他
方
警
戒
」を
実
施
す
る
に
は
、

タ
ン
ク
水
の
残
量
を
考
慮
し
た
放
水
圧

力
や
流
量
調
整
、
中
継
隊
等
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

セ
オ
リ
ー
ど
お
り
に
い
か
な
い
災
害

現
場
で
、
何
を
優
先
し
て
活
動
す
べ
き

か
消
防
隊
は
決
断
を
せ
ま
ら
れ
る
。
消

火
戦
術
の
理
解
を
深
め
、
災
害
状
況
に

合
わ
せ
た
戦
術
を
選
択
し
、
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
紹
介
し
た
消
火
隊
の
迅
速
、
的

確
な
対
応
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
日
頃
の
訓
練

の
賜
物
で
あ
る
。
今
後
の
現
場
活
動
の

参
考
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

ベ
ラ
ン
ダ
側
を
警
戒(

排
気
）に
し
て

消
火
及
び
検
索
を
行
う
活
動
方
針
を

共
有
。
中
継
受
水
完
了
後
、
後
着
し

た
救
助
隊
員
に
背
面
ベ
ラ
ン
ダ
の
掃

き
出
し
窓
の
開
放
を
依
頼
し
開
放
を

確
認
後
、
呼
吸
器
を
着
装
し
、
室
内

進
入
に
て
消
火
に
あ
た
る
。

火
勢
が
強
か
っ
た
た
め
、
中
継
隊

に
玄
関
側
に
も
う
１
口
筒
先
配
備
を

依
頼
し
熱
気
が
強
く
な
れ
ば
、
援
護

注
水
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
制
圧
に

至
る
。

■
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

本
火
災
は
、
正
面
玄
関

か
ら
火
炎
、
背
面
ベ
ラ
ン

ダ
側
か
ら
煙
が
噴
出
し
て

い
る
状
況
下
で
的
確
な
判

断
を
行
い
、
自
小
隊
の
み

で
２
線
２
口
放
水
に
て
一

方
攻
撃
他
方
警
戒
態
勢
を

確
立
さ
せ
、
主
火
力
の
制

圧
と
上
階
へ
の
延
焼
阻
止

を
実
施
し
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
て
い
る
。

ま
た
、
玄
関
前
で
炎
に

煽
ら
れ
動
け
な
く
な
っ
て

い
た
車
い
す
の
住
人
を
安

全
な
場
所
ま
で
誘
導
し
て

い
る
。

給気
排気

ST

65
1 40
1

230

40mm1 65mm1

ST

ST

W.C

ST

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る

14

南
方
面
隊

消
火
隊
１
隊
で
の
一
方
攻
撃
他
方
警
戒
‼

■
は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
事
案
は
、
市
営
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
、Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
11
階

建
の
１
階
一
室
（
Ａ
号
室
と
仮
称
）
か

ら
出
火
し
た
火
災
で
あ
る
。
な
お
、
本

件
は
上
階
に
延
焼
危
険
が
あ
り
、
通
報

か
ら
眼
前
火
災
の
模
様
。
通
報
者
本
人

が
逃
げ
遅
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
で

あ
っ
た
。

あ
な
た
が
本
件
火
災
に
出
場
し
、
現

場
到
着
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

う
か
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
任
務
、
立
場
（
小
隊
長
・
機
関
員
・

隊
員
）
で
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。

■
火
災
概
要

構
造
様
式

Ｒ
Ｃ
造
陸
屋
根
11
階
建
共
同
住
宅

（
４
６
１
㎡
／
延
４
４
７
５
㎡
）

焼
損
状
況

１
階
Ａ
号
室（
占
有
40
㎡
）に
お
い
て
、

20
㎡
焼
損
及
び
天
井
側
壁
20
㎡
焼
損
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独
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）に
し
て

消
火
及
び
検
索
を
行
う
活
動
方
針
を

共
有
。
中
継
受
水
完
了
後
、
後
着
し

た
救
助
隊
員
に
背
面
ベ
ラ
ン
ダ
の
掃

き
出
し
窓
の
開
放
を
依
頼
し
開
放
を

確
認
後
、
呼
吸
器
を
着
装
し
、
室
内

進
入
に
て
消
火
に
あ
た
る
。

火
勢
が
強
か
っ
た
た
め
、
中
継
隊

に
玄
関
側
に
も
う
１
口
筒
先
配
備
を

依
頼
し
熱
気
が
強
く
な
れ
ば
、
援
護

注
水
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
制
圧
に

至
る
。

■
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

本
火
災
は
、
正
面
玄
関

か
ら
火
炎
、
背
面
ベ
ラ
ン

ダ
側
か
ら
煙
が
噴
出
し
て

い
る
状
況
下
で
的
確
な
判

断
を
行
い
、
自
小
隊
の
み

で
２
線
２
口
放
水
に
て
一

方
攻
撃
他
方
警
戒
態
勢
を

確
立
さ
せ
、
主
火
力
の
制

圧
と
上
階
へ
の
延
焼
阻
止

を
実
施
し
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
て
い
る
。

ま
た
、
玄
関
前
で
炎
に

煽
ら
れ
動
け
な
く
な
っ
て

い
た
車
い
す
の
住
人
を
安

全
な
場
所
ま
で
誘
導
し
て

い
る
。
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